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大型の気体燃料 タンク をステ ップポー ド下の空 間に配置 し、な おか つ乗 員が 良好な乗車 姿勢 を とれ る
ア ンダーボー ン型の鞍乗 型車両 と して、サ ドル と、前記サ ドルの前方かつ下方 に配置 され 、乗 員の足 を
載せ る領域 で あるフ ッ トスペー ス を備 えたステ ップボー ドと、 円筒側 面 を有す る気体燃料 タンク （4 )
と、 を有 し、気体燃料 タ ンク （4 ) は、平面視 において、その軸線が車両前後 方 向に向 くとともに、車
両 中心軸上 に配置 され 、側 面視 において、前記軸線が車両前側 が下 とな るよ う傾 斜す るとともに、気体
燃料 タ ンク （4 ) の 一部 で あ る突 出部 が前記 フ ッ トス ペー ス を含 む平 面 の上 方 に位 置 す る よ う配置 さ
れ、前記突 出部の側方 に前記 フッ トスペースが設 け られ る鞍乗型車両 （1 ) が提供 され る。



明 細 書

発明の名称 ：鞍乗型車両

技術分野

[0001 ] 本発明は、鞍乗型車両に関する。

背景技術

[0002] スクーターやモペットタイプの自動二輪車など、いわゆるアンダーボーン

型の鞍乗型車両において気体燃料を動力源とするものが提案されている。

[0003] 例えば、引用文献 1 には、ガス燃料を動力源としたスク一タ型車両が示さ

れている。同文献に開示されるスク一タ型車両では、ガス燃料を充填 した 2

本のガスボンベがステツプボ一 ドの下方に配置されている。

先行技術文献

特許文献

[0004] 特許文献 1 ：特開平 7 _ 4 4 6 7 2 号公報

発明の概要

発明が解決しょうとする課題

[0005] 一般に気体燃料は燃料タンクに充填された状態では高圧となるため、気体

燃料タンクは耐圧容器でなければならず、その形状は円筒側面を有する筒状

となる。そのため、気体燃料タンクの十分な容積を確保するにはその径を大

きくしなければならないが、アンダーボーン型の鞍乗型車両におけるステツ

プボ一 ド下の空間は限られているため、かかる大型の気体燃料タンクを配置

することはできない。そこで、前述の特許文献 1 のように気体燃料タンクを

複数本に分割すると、確かにステツプボ一 ド下の空間に気体燃料タンクを配

置できるものの、気体燃料タンクのコス トが増加 し、なおかつ依然としてそ

の容量が不足する。かといつて、大型の気体燃料タンクをステップボー ド下

の空間に配置できるようにステップボー ドの位置を上方に移動すると、停車

時の脚付き性確保の制約上、シ一 卜の高さを高くするのにも限界があるため

、乗員がステップボー ドに足を載せた際の乗車時の姿勢が窮屈なものとなつ



て しまう。

[0006] 本発明はかかる観点に鑑みてなされたものであって、その目的は、アンダ

—ボーン型の鞍乗型車両において、大型の気体燃料タンクをステツプボ一 ド

下の空間に配置 し、なおかつ乗員が良好な乗車姿勢をとれるようにすること

である。

課題を解決するための手段

[0007] 本出願において開示される発明は種々の側面を有 しており、それら側面の

代表的なものの概要は以下のとおりである。

( 1 ) サ ドルと、前記サ ドルの前方かつ下方に配置され、乗員の足を載せる

領域であるフッ卜スペースを備えたステップボー ドと、円筒側面を有する気

体燃料タンクと、を有 し、前記気体燃料タンクは、平面視において、その軸

線が車両前後方向に向くとともに、車両中心軸上に配置され、側面視におい

て、前記軸線が車両前側が下となるよう傾斜するとともに、前記気体燃料タ

ンクの一部である突出部が前記フットスペースを含む平面の上方に位置する

よう配置され、前記突出部の側方に前記フッ卜スペースが設けられる鞍乗型

車両。

( 2 ) ( 1 ) において、側面視において、前記軸線の傾斜角度は、前記フッ

卜スペースを含む平面の傾斜角度より大きい鞍乗型車両。

( 3 ) ( 1 ) 又は （2 ) において、側面視において、前記軸線は、前記気体

燃料タンクの車両前後方向の全長において前記フッ卜スペースを含む平面と

同 じ高さか、またはその下方に位置する鞍乗型車両。

( 4 ) ( 1 ) 乃至 （3 ) のいずれかにおいて、前記フットスペースは、車両

前側の幅が広 く、車両後側の幅が狭い形状である鞍乗型車両。

( 5 ) ( 1 ) 乃至 （4 ) のいずれかにおいて、前記突出部における車両幅方

向寸法が車両後側に比べ車両前側が狭 くなっている鞍乗型車両。

( 6 ) ( 1 ) 乃至 （5 ) のいずれかにおいて、前記気体燃料タンク下部にお

ける前記鞍乗型車両の地上高は、車両前側において低 く、車両後側において

高い鞍乗型車両。



( 7 ) ( 1 ) 乃至 （6 ) のいずれかにおいて、さらに前記気体燃料タンクの

後方に配置された原動機 と、前記気体燃料タンクの後方であって、かつ、前

記原動機の上方に配置された減圧 レギユレ一タと、を有する鞍乗型車両。

( 8 ) ( 7 ) において、前記気体燃料タンクは、後側端面の上側に偏芯 した

位置に気体燃料の取出口を備えた鞍乗型車両。

( 9 ) ( 1 ) 乃至 （8 ) のいずれかにおいて、前記気体燃料タンクを左右か

らはさみこむとともに、前記気体燃料タンクの上方で結合される一対の側方

フレームと、両端が前記一対の側方フレームに固定され、前記気体燃料タン

クの前側端面を支持する第 1 の補強フレームと、両端が前記一対の側方フレ

—厶に固定され、前記気体燃料タンクの下側側面を支持する第 2 の補強フレ

—厶 と、を備えたフ レームを有する鞍乗型車両。

発明の効果

[0008] 上記本発明の （1 ) 又は （2 ) の側面によれば、アンダーボーン型の鞍乗

型車両において、大型の気体燃料タンクをステップボ一 ド下の空間に配置 し

、なおかつ乗員が良好な乗車姿勢をとれるようにすることができる。

[0009] 上記本発明の （3 ) 乃至 （5 ) の側面によれば、ステップボ一 ド上のフッ

卜スペースを確保出来る。

[001 0] 上記本発明の （6 ) の側面によれば、さらに、鞍乗型車両のランププレー

クオ一バアングルを大きくとることができる。

[001 1] 上記本発明の （7 ) の側面によれば、減圧 レギユレ一夕がデッ ドスペース

に配置され、鞍乗型車両をコンパク 卜なものとすることができる。

[001 2] 上記本発明の （8 ) の側面によれば、気体燃料タンクと減圧 レギユレ一タ

を接続する配管の配管長を短いものとすることができる。

[001 3] 上記本発明の （9 ) の側面によれば、気体燃料タンクをフレームで保護す

ると同時に、気体燃料タンクを前輪に近い位置に配置 し、鞍乗型車両をコン

パク 卜なものとすることができる。

図面の簡単な説明

[0014] [ 図1] 本発明の実施形態に係る鞍乗型車両 1 の構造を示す側面図である。



[ 図 2] 気体燃料 タ ンク 4 とステ ツプボ一 ド1 1 の位置 関係 を示 す側面 図であ る

[ 図3] 気体燃料 タ ンク 4 とステ ツプボ一 ド1 1 の位置 関係 を示 す平面 図であ る

[ 図4 ] フ レーム 3 の側面 図であ る。

[ 図 5] フ レーム 3 の正面 図であ る。

[ 図 6] 固定バ ン ド2 4 によ り気体燃料 タ ンク 4 が固定 されている様 子 を示 す部

分斜視 図であ る。

発明を実施するための形態

[001 5] 以 下 に、本発 明の実施形態 を図面 を参照 しつつ説 明す る。

[001 6] 図 1 は、本発 明の実施形態 に係 る鞍乗型車両 1 の構造 を示 す側面 図であ る

。本実施形態 において、鞍乗型車両 1 は、 いわ ゆるス ク一 タ一型 の 自動二輪

車 と して示 しているが、本発 明が対象 とす るのは、 ア ンダーボー ン型 の鞍乗

型車両 であ って、 ス クー ターはその一例 であ る。 ここで、鞍乗型車両 とは、

乗員が またが るよ うに着座 す るサ ドル を有 す る自動車両 を指 してお り、 自動

二輪車、 自動三輪車、 A T V ( A I I T e a i n V e h i c l e )

等 と呼 ばれ る三輪又 は四輪バ ギーや ス ノー モ ー ビル を含 む。 また、 ア ンダー

ボー ン型 の鞍乗型車両 とは、鞍乗型車両 であ って、 サ ドル前方 の空 間が広 く

と られてお り、乗員が着座 した際 に、乗員の足 をサ ドル の前方 であ って且 つ

下方 に設 け られたステ ツプボ一 ドに乗せ られ る形 式の もの を指 す もの とす る

。 自動二輪車 の場合 では、例 えば、本実施形態 で挙 げたス クー ターや、 いわ

ゆるモぺ ッ 卜型 の ものが ア ンダーボー ン型 の鞍乗型車両 に該 当す る。

[001 7] 図 1 で は、鞍乗型車両 1 のボデ ィ 2 の外形 は破線 で示 されてお り、 その内

部 に配置 された各部材、 すなわち、 フ レーム 3 、 気体燃料 タ ンク 4 、減圧 レ

ギ ユ レ一 タ 5 及び原動機 6 を含 むスイ ングュニ ッ 卜7 の位置 関係 が明示 され

るよ うにな っている。 また、前輪 8 及び後輪 9 はその外形 によ って示 されて

いる。 また同図 には、鞍乗型車両 1 が置 かれ る地面 1 0 の位置 が水平面 と し

て示 されている。



[001 8] ここで、気体燃料 タンク4 は、圧縮 されることによ り体積が減 じられ又は

液化 させ られている気体燃料 を収容するタンクであ り、気体燃料の高圧 に耐

えるための圧力容器 とな っている。 そのため、気体燃料 タンク4 は、 円筒側

面 を有する筒状の形状であ り、かかる筒の上面及び底面 にあたる面は丸みを

帯びた形状 とな ってお り、側面の円筒 と滑 らかに接続 されている。なお、図

示のものでは、気体燃料 タンク4 の上面及び底面 にあたる面は外側 に向かい

凸 とな っているが、 これを逆 に して凹 となるように してもよい。

[001 9] また、気体燃料は、常温常圧で気体の燃料であれば特 に限定されず、 どの

ようなものであ ってもよ く、高圧下での液化の有無 も問わない。気体燃料 と

しては、例 えば、水素、 メタンガス、 プロパ ンガス等が挙 げ られる。

[0020] 減圧 レギユ レ一タ 5 は、気体燃料 タンク4 か ら送 られる高圧の気体燃料 を

減圧 し、原動機 6 へ と送 るための レギユ レ一タである。気体燃料 タンク4 、

減圧 レギュ レ一タ 5 は本実施形態ではともにフ レーム 3 に固定されている。

[0021 ] スイ ングユニ ッ ト7 は、 フ レーム 3 に回動可能 に取 り付 け られるとともに

、後輪 9 が装着 される。原動機 6 が内燃機 関である場合 には、 スイングュニ

ッ 卜7 には原動機 6 の他 に変速機、 クラッチ、ェギゾ一ス トマ二ホール ドや

マフラ一 といった部品が取 り付 け られる。なお、原動機 6 は、本実施形態で

は一般的な内燃機 関である 4 ス 卜ローク型のエ ンジンであるが、 これに限定

されるものではな く、例 えば、燃料電池 と電動機 の組み合わせによるもので

あ ってもよい。 その際、電動機 は内燃機 関の場合 と同様 に変速機 を介 して後

輪 9 の車軸 に結合 されるよう配置 されてもよい し、 いわゆるインホイ一ルモ

—夕のように、後輪の車軸 と電動機 の出力軸が一致するように配置 されても

よい。

[0022] なお、図 1 では、気体燃料 タンク4 と減圧 レギユ レ一タ 5 及び減圧 レギュ

レ一タ 5 と原動機 6 を接続する配管 は図示 を省略 している。

[0023] 図 2 は、気体燃料 タンク4 とステ ツプボ一 ド1 1 の位置関係 を示す側面図

である。 また、図 3 は、気体燃料 タンク4 とステ ツプボ一 ド1 1 の位置関係

を示す平面図である。同図では理解 を容易にするため、気体燃料 タンク4 と



ステップボー ド1 1以外の部品は図示されていない。また、気体燃料タンク

4 のうち、ステップボー ド1 1 の陰となり見えない部分は破線で示 した。な

お、ステップボー ド1 1 は、図 1 に示 したボディ2 の一部であり、サ ドルの

前方であって且つ下方に設けられ、乗員が着座時に足を乗せる領域であるフ

ッ卜スペース 1 2 が形成される部分を指す。図 2 及び 3 では、ステップボ一

ド1 1 と看做せる領域のみを切 り出して独立 した部材として示 しているが、

ステツプボ一 ド1 1 は必ず しも独立 した構造である必要はなく、ボディ2 の

他の部分と一体に接続されていてもよい。或いは、ステップボー ド1 1 自体

がさらに細かく分割されていてもよい。

[0024] ステップボー ド1 1 の上面に設けられたフットスペース 1 2 には、本実施

形態では、滑り止めの凹凸が施されており、図 3 では複数の水平線で滑り止

めが施された領域、すなわち、フットスペース 1 2 が示されている。もちろ

ん、この滑り止めの有無は任意である。

[0025] 気体燃料タンク4 は、図 3 に示されるように、平面視においてはその中心

軸線 1 3 (—点鎖線で示 した）は車両前後方向に向き、また、図 2 に示され

るように、側面視においては、中心軸線 1 3 が車両前側が下となるよう傾斜

している。ここでは、中心軸線 1 3 の地面 1 0 に対する傾斜角度は e として

示されている。また、図 2 より明らかなように、気体燃料タンク4 の一部は

、ステップボー ド1 1 のフットスペース 1 2 が設けられた面よりも上方には

み出している。そこで、本明細書では、フッ卜スペース 1 2 を含む平面 1 4

(二点鎖線で示 した）よりも上方に位置する気体燃料タンク4 の部分を、突

出部 1 5 と呼ぶことにする。ステップボー ド1 1 は、突出部 1 5 を覆うため

、突出部 1 5 の位置に応 じて上方に膨 らむ突出覆い部 1 6 を有 している。平

面 1 4 は、地面 1 0 に対 しほぼ平行か、または若干傾斜 している。本実施形

態では、平面 1 4 は地面 1 0 に対 し車両前側が下となるよう傾斜 しており、

その傾斜角度は として示されている。

[0026] 図 3 に示されるように、平面視において気体燃料タンク4 の中心軸線 1 3

は車両中心軸、すなわち、鞍乗型車両 1 の車両前後方向の中心軸と一致する



ように配置されているため、ステップボー ド1 1 の突出覆い部 1 6 はステツ

プボー ド1 1 の車両幅方向中央に現れる。そのため、フットスペース 1 2 は

、突出覆い部 1 6 の側方、すなわち、突出部 1 5 の側方に設けられることに

なる。なお、気体燃料タンク4 の中心軸線 1 3 と車両中心軸とは厳密に一致

している必要はなく、気体燃料タンク4 が車両中心軸上に配置される、すな

わち、車両中心軸が気体燃料タンク4 を通るように配置されていればよいが

、重量ゃフッ卜スペース 1 2 の左右のバランスの点からは、中心軸線 1 3 と

車両中心軸とは可能な限り一致 していることが好ましい。

[0027] また、中心軸線 1 3 の地面 1 0 に対する傾斜角度 と、平面 1 4 の地面 1

0 に対する傾斜角度 との間には、 > の関係が成立する。すなわち、中

心軸線 1 3 の傾斜角度 e は、フッ卜スペース 1 2 を含む平面 1 4 の傾斜角度

より大きい。気体燃料タンク4 とステップボー ド1 1 とがこのような幾何

学的関係にあると、突出部 1 5 の平面形状は、図 3 の突出覆い部 1 6 にみら

れるように、車両前側の幅 （車両幅方向の長さ）が狭 く、車両後側の幅が広

い概ね台形となる。このため、フットスペース 1 2 の幅は、突出覆い部 1 6

とは逆となる関係にあるから、車両前側の幅が広 く、車両後ろ側の幅が狭い

形状となる。このように、フットスペース 1 2 の車両前側の幅が広 くなるこ

とから、乗員が着座 した際にその足をはみ出すことなくフットスペース 1 2

上に乗せることができる。なお、一般に人間の足はその指の付け根付近の幅

が最も大きく、かかとに向かうに従いその幅が狭 くなるため、フットスぺ一

ス 1 2 の車両後側の幅は狭 くなつていても特段の問題はない。

[0028] なお、フットスペース 1 2 の幅の広狭とステップボー ド1 1 の全体の幅の

広狭とは必ず しも一致 しない。ステップボー ド1 1 の全体の幅は、一定であ

つても、緩やかに変化 していてもよく、鞍乗型車両 1全体の意匠の一部とし

てその形状が定められる。

[0029] また、気体燃料タンク4 のステップボー ド1 1 に対する高さ方向の位置関

係に関 しては、気体燃料タンク4 の中心軸線 1 3 が気体燃料タンク4 の全長

においてフットスペース 1 2 を含む平面 1 4 と同 じ高さか、またはその下方



に位置することが好 ま しい。すなわち、図 2 に示 した中心軸線 1 3 の うち、

気体燃料 タンク4 の内側 に含 まれる部分が、図示のように、全長 にわた り側

面視 において平面 1 4 以下の高さとなるように気体燃料 タンク4 が配置 され

る。 このような配置 によ り、突出部 1 5 の平面 1 4 か らの突出量が抑 え られ

、 フッ 卜スペース 1 2 の幅が有効 に確保 される。

[0030] 図 1 に戻 り、図示の鞍乗型車両 1 におけるランププ レークオ一バ アングル

について考察する。 ランププ レークオ一バ アングル は、車両の不整地 に

おける走破性能 を示す値であ って、側面視 において、前輪 8 の接地点 A 及び

後輪 9 の接地点 B と、接地点 A 及び接地点 B の中央位置 における車両の最下

点 C を結んだ線分 と地面 1 0 とが作 る角度であ り、 このランププ レークオ一

パ アンダル が大 きいほど不整地 における走破性能が高いとされる。 また、

線分 A C 及び B C の下側 には、路上の障害物 と接触するような部材 を配置 し

てはな らない。 ここで、気体燃料 タンク4 の配置 に注 目すると、前述 したよ

うに、気体燃料 タンク4 は筒状の形状 を してお り、 その中心軸線 1 3 が車両

前側が下 となるよう傾斜 している。 そのため、気体燃料 タンク4 下部の地上

高は、車両前側 において低 く、車両後側 において高い。 そ して、ボデ ィ 2 の

形状 もかかる気体燃料 タンク4 の配置 に合わせたもの とされているため、気

体燃料 タンク4 下部 における鞍乗型車両 1 の地上高は、車両前側 において低

く、車両後側 において高いもの となる。かかる構造 によ り、気体燃料 タンク

4 をステ ツプボ一 ド1 1 の下側 （図 2 参照）に配置 しても、気体燃料 タンク

4 あるいはボデ ィ 2 が図示の線分 A C と干渉せず、 ランププ レークオ一バ ァ

ンダル が大 きいもの となる。

[0031 ] ところで、気体燃料 タンク4 に充填 された高圧の気体燃料 を原動機 6 にお

いて用いるためには、気体燃料 を原動機 6 での使用に適 した圧力に減圧 しな

ければな らない。 そのため、気体燃料 タンク4 と原動機 6 を結ぶ配管の途中

には、減圧 レギユ レ一タ 5 を介在 させる必要があるが、かかる用途 に用い ら

れる減圧 レギユ レ一タ 5 はその機能上の制約か らある程度の大 きさが必要 と

な り、 その配置が問題 となる。



[0032] そこで、本実施形態では、図 1 に示されているように、減圧 レギユレ一タ

5 を気体燃料タンク4 の後方であって、原動機 6 の上方となる位置に配置 し

た。この位置は、同図から明らかなように、サ ドル前部の下方であり、乗員

が着座 した際にはその膝の裏側のデッドスペースとなる位置であることから

、減圧 レギユレ一タ 5 をかかる位置に配置 しても他の部材と干渉 したり、鞍

乗型車両 1 自体の意匠を損なう恐れは少ない。さらに、本実施形態の鞍乗型

車両 1 では、原動機 6 は気体燃料タンク4 の後方に配置されているため、気

体燃料タンク4 と減圧 レギユレ一タ 5 、及び、減圧 レギユレ一タ 5 と原動機

6 の距離が短 く、高圧の気体燃料を移送する配管の長さは短いものとなる。

[0033] また、気体燃料タンク4 の燃料取出口 1 7 は、図 1乃至 3 に示されるよう

に、気体燃料タンク4 の後側端面において上側に偏芯 した位置に設けられて

いる。これは、減圧 レギユレ一タ 5 が原動機 6 の上方に配置される都合上、

燃料取出口 1 7 を可能な限り上方に設ける方が気体燃料タンク4 と減圧 レギ

ユ レ一タ 5 を接続する配管の長さが短 くなることによる。なお、図 3 に見ら

れるように本実施形態では燃料取出口 1 7 を平面視において気体燃料タンク

4 の幅方向中央に設けているが、かならず しもこれに限定されず、減圧 レギ

ユ レ一タ 5 の接続口の位置やその他の事情に応 じて燃料取出口 1 7 の位置を

左右いずれかに偏った位置としてもよい。

[0034] なお、図 1 において符号 3 で示されている部材は、気体燃料の補充口で

あり、適切な弁 （逆止弁等）を介 した配管により気体燃料タンク4 に接続さ

れる。ここで示 した補充口3 1 の位置は一例であり、気体燃料補充時の作業

性や鞍乗型車両 1 の意匠を考慮 して適宜の位置に配置 してよい。

[0035] 続いて、図4 及び 5 を参照 し、フレーム 3 の形状について説明する。図4

は、フレーム 3 の側面図、図 5 はフレーム 3 の正面図である。なお、両図に

おいて、気体燃料タンク4 はその位置を破線で示 した。

[0036] 本実施形態では、フレーム 3 は、気体燃料タンク4 を左右からはさみこむ

—対の側方フレーム、すなわち、左側方フレーム 1 8 L と右側方フレーム 1

8 R を有 している。そして、左側方フ レーム 1 8 L と右側方フ レーム 1 8 R



は気体燃料タンク4 の側方を通過 し、車両前後方向に延びる。このような形

状のフレーム 3 を用いることにより、気体燃料タンク4 をフレーム 3 と干渉

することなく低い位置に配置でき、図 2 に示す突出部 1 5 の突出量が抑えら

れるとともに鞍乗型車両 1全体の低重心化に寄与する。

[0037] 左側方フレーム 1 8 L と右側方フレーム 1 8 Rは気体燃料タンク4 の前側

部分の上方の結合部 1 9 において結合され一体となっている。そして、左側

方フレーム 1 8 L と右側方フレーム 1 8 Rの結合部からはセンタ一フレーム

2 0 が上方に延び、ステアリングシャフ 卜支持筒 2 と結合されている。こ

のような構造では、平面視において、センタ一フレーム 2 0 に対 し気体燃料

タンク4 を図示のように重なり合う位置に配置することが可能である。これ

により、気体燃料タンク4 を車両前側の前輪 8 に近い位置に配置できるため

(図 1参照）、鞍乗型車両 1 自体の全長を短 くしコンパク 卜な車両としたり

、気体燃料タンク4 の全長を長 くとり大容量化を図ることができる。

[0038] ところで、気体燃料タンク4 は、圧力容器であり、定期的な点検や交換の

ため、フレーム 3 に対 し取り外 し可能に固定されなければならない。一方で

、気体燃料タンク4 はその重量が大きいため、特にプレーキングの際に慣性

により鞍乗型車両 1 の前方へ移動 しょうとする力が働 くため、かかる力に抗

して気体燃料タンク4 を確実に固定する構造が必要である。

[0039] そこで、本実施形態では、左側方フレーム 1 8 L と右側方フレーム 1 8 R

のそれぞれに両端が固定され、気体燃料タンク4 の前面側を通過する第 1 の

補強フレーム 2 2 と、同 じく左側方フレーム 1 8 L と右側方フレーム 1 8 R

のそれぞれに両端が固定され、気体燃料タンク4 の下側側面を通過する第 2

の補強フレーム 2 3 がフレーム 3 に設けられる。この構造では、第 1 の補強

フレーム 2 2 により、気体燃料タンク4 の前面が支持され、気体燃料タンク

4 に作用する前方への慣性力が受け止められる。また、第 2 の補強フレーム

2 3 により気体燃料タンク4 の下側側面が支持され、その重量が受け止めら

れる。これら第 1 の補強フレーム 2 2 と第 2 の補強フレーム 2 3 により、気

体燃料タンク4 の位置が確実に定められ、支持される。なお、第 1 の補強フ



レーム 2 と第 2 の補強 フレーム 2 3 は、 フレーム 3 自体の剛性 を高める効

果も有する。 また、第 2 の補強 フレーム 2 3 は、路面の障害物が鞍乗型車両

1 の下側面に接触 した際に、気体燃料タンク4 と障害物 との接触 を防止する

ガ一 ドと しても機能する。

[0040] そ して、気体燃料タンク4 は、左側方 フレーム 1 8 L と右側方 フレーム 1

8 R に両端が固定されるとともに、その少な くとも一端は取 り外 し可能な様

式で固定される固定バ ン ド2 4 によりフレーム 3 に固定される。すなわち、

気体燃料タンク4 をフレーム 3 に取 り付ける際には、あ らか じめ固定バ ン ド

2 4 を取 り外 しておき、気体燃料タンク4 を第 1 の補強 フレーム 2 2 と第 2

の補強 フレーム 2 3 により規定される位置に載置 し、その後固定バ ン ド2 4

により気体燃料タンク4 を締め付け固定すればよい。気体燃料タンク4 をフ

レー ム 3 か ら取 り外す際には、 この逆の作業 を行 う。

[0041 ] 固定バ ン ド2 4 の構造は、気体燃料タンク4 を締め付け固定できるもので

あればどのようなものであってもよいが、図 6 にその一例 を示す。図 6 は、

固定バ ン ド2 4 により気体燃料タンク4 が固定されている様子を示す部分斜

視図である。一部分 と して示 した左側方 フ レーム 1 8 L に溶接等によりブラ

ケ ッ 卜2 5 が固定されている。 また、固定バ ン ド2 4 の端部 には、回動可能

に軸 2 6 が設けられてお り、軸 2 6 を貫通するようにボル 卜2 7 が取 り付け

られている。固定バ ン ド2 4 により気体燃料タンク4 を締め付け固定するに

は、固定バ ン ド2 4 を気体燃料タンク4 の側面に回 しかけ、ボル 卜2 7 の頭

部 を図示のようにブラケ ッ 卜2 5 に設けられた切欠 きに引っ掛 けて、ボル ト

2 7 を締め付ける。なお、固定バ ン ド2 4 の図 6 に表れない反対側の端部は

、図 6 に示 したものと同様の構造 となっていてもよい し、単純 にあるいは回

動可能に右側方 フレーム 1 8 R に結合されていてもよい。

[0042] なお、図 6 の固定バ ン ド2 4 の気体燃料タンク4 側 には、 ゴム等の緩衝材

2 8 が設けられている。緩衝材 2 8 は、不要であれば省略 してもよい。或い

は、第 1 の補強 フレーム 2 2 と第 2 の補強 フレーム 2 3 (図 5 及び 6 参照）

の気体燃料タンク4 に面する部分に同様 に緩衝材を設けてもよい。



[0043] 図 5 及び 6 に戻り、フレーム 3 は、さらに、左側方フレーム 1 8 L と右側

方フレーム 1 8 R に両端が固定される第 3 の補強フレーム 2 9 を有 しており

、第 3 の補強フレーム 2 9 にはさらにブラケット3 0 が設けられている。プ

ラケッ卜3 0 は、図 1 に示 した減圧 レギュレ一タ 5 をフレーム 3 に固定する

ためのものである。 したがって、第 3 の補強フレーム 2 9 は、減圧 レギユレ

—タ 5 を所望の位置に支持すると同時に、フレーム 3 自体の剛性を高める効

果を有 している。

[0044] なお、減圧 レギユレ一タ 5 は、本実施形態では、第 3 の補強フレーム 2 9

及びブラケッ卜3 0 によりフレーム 3 に固定されるが、必ず しもこれに限定

されず、減圧 レギユレ一タ 5 を気体燃料タンク4 に対 し固定 したり、スイン

グユニット7 (図 1参照）に対 し固定 したりしてもよい。

[0045] また、本実施形態では、第 1 の補強フレーム 2 2 と第 2 の補強フレーム 2

3 をそれぞれ 1本ずつ設けられるものとして示 したが、これらをそれぞれ 2

本以上としてもよい。また、第 1 の補強フ レーム 2 2 と第 2 の補強フ レーム

2 3 の形状も図4 及び 5 に示 したものに限定されず、他の形状、例えば、板

状としてもよい。

[0046] なお、以上説明 した本実施形態は、本発明を実施する上での一例として理

解すべきものであり、本発明を本実施形態に現れた詳細な具体的構成に限定

するものではない。例えば、本実施形態では、気体燃料タンク4 を上方から

覆う突出覆い部 1 6 がステップボー ド1 1 に設けられているが、突出覆い部

6 は必須の構成ではなく省略 してもよい。その場合、ステップボー ド1 1

には、気体燃料タンク4 の突出部 1 5 を受け入れるための単なる開口が設け

られ、気体燃料タンク4 の突出部 1 5 はステップボー ド1 1上に露出するこ

ととなる。なお、突出覆い部 1 6 は、気体燃料タンク4 と何 らかの物体との

接触や、夏季の直射日光の照射による加熱を防ぐ効果を有 しているが、突出

覆い部 1 6 を設けずに同様の効果を得るためには、例えば気体燃料タンク4

自体にその外殻を覆うカバ一を設ければよい。その他、実施形態の説明中で

示された各部材の形状や詳細な配置、数等は、当業者が適宜設定乃至最適化



すべ きものである。



請求の範囲

サ ドル と、

前記サ ドルの前方かつ下方 に配置 され、乗員の足を載せる領域であ

るフッ 卜スペースを備 えたステ ップボー ドと、

円筒側面 を有する気体燃料 タンクと、

を有 し、

前記気体燃料 タンクは、平面視 において、 その軸線が車両前後方向

に向 くとともに、車両中心軸上 に配置 され、側面視 において、前記軸

線が車両前側が下 となるよう傾斜するとともに、前記気体燃料 タンク

の一部である突出部が前記 フッ トスペースを含む平面の上方 に位置す

るよう配置 され、前記突出部の側方 に前記 フッ 卜スペースが設 け られ

る鞍乗型車両。

側面視 において、前記軸線の傾斜角度 は、前記 フッ トスペースを含

む平面の傾斜角度 よ り大 きい請求項 1 記載の鞍乗型車両。

側面視 において、前記軸線 は、前記気体燃料 タンクの車両前後方向

の全長 において前記 フッ 卜スペースを含む平面 と同 じ高さか、 または

その下方 に位置する請求項 1 又 は 2 記載の鞍乗型車両。

前記 フッ 卜スペースは、車両前側の幅が広 く、 車両後側の幅が狭い

形状である請求項 1 乃至 3 のいずれかに記載の鞍乗型車両。

前記突出部 における車両幅方向寸法が車両後側 に比べ車両前側が狭

くな っている請求項 1 乃至 4 のいずれかに記載の鞍乗型車両。

前記気体燃料 タンク下部 における前記鞍乗型車両の地上高は、車両

前側 において低 く、車両後側 において高い請求項 1 乃至 5 のいずれか

に記載の鞍乗型車両。

さ らに前記気体燃料 タンクの後方 に配置 された原動機 と、

前記気体燃料 タンクの後方であ って、かつ、前記原動機 の上方 に配

置 された減圧 レギユ レ一夕と、

を有する請求項 1 乃至 6 のいずれかに記載の鞍乗型車両。



[ 請求項 8 ] 前記気体燃料 タンクは、後側端面の上側 に偏芯 した位置 に気体燃料

の取出口を備 えた請求項 7 記載の鞍乗型車両。

[ 請求項 9 ] 前記気体燃料 タンクを左右か らはさみ こむ とともに、前記気体燃料

タンクの上方で結合 される一対の側方 フ レーム と、

両端が前記一対の側方 フ レームに固定され、前記気体燃料 タンクの

前側端面 を支持する第 1 の補強 フ レーム と、

両端が前記一対の側方 フ レームに固定され、前記気体燃料 タンクの

下側側面 を支持する第 2 の補強 フ レー ム と、

を備 えたフ レームを有する請求項 1 乃至 8 のいずれかに記載の鞍乗型

車両。
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